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新
し
い
運
営
体
制
の
始
ま
り

二
十
周
年
を
こ
え
て
（
そ
の
４
）

理
事
長

小
舟

浩
治

本
年
度
か
ら
新
し
い
運
営
体
制
に
移

行
し
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が
見
ら
れ
る

の
か
を
紹
介
し
ま
す
。

①

会
の
運
営
業
務
の
組
織
的
実
施

運
営
体
制
の
改
編
の
目
的
の
一
つ
は
、

理
事
の
業
務
量
を
減
ら
し
、
仕
事
を
持

つ
会
員
で
も
引
き
受
け
易
く
す
る
こ
と

で
し
た
。
昨
年
ま
で
十
六
人
の
理
事
が

個
別
に
分
担
し
て
い
た
業
務
を
、
八
人

の
理
事
と
実
務
を
担
当
す
る
二
十
五
人

の
執
行
委
員
で
分
担
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

新
体
制
に
移
行
す
る
に
あ
た
り
、
先

ず
は
執
行
委
員
を
引
き
受
け
る
会
員
の

確
保
で
し
た
。
何
人
も
断
ら
れ
な
が
ら
、

何
度
も
お
願
い
し
て
ど
う
に
か
必
要
な

執
行
委
員
を
確
保
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

い
ざ
動
き
出
す
と
実
際
に
業
務
に
係
る

こ
と
で
皆
様
興
味
を
持
っ
て
取
り
組
ん

で
頂
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

ま
た
担
当
者
が
代
わ
っ
て
も
円
滑
に

業
務
の
引
継
ぎ
が
行
え
る
よ
う
、
業
務

ご
と
の
実
施
要
領
を
実
態
と
照
ら
し
合

わ
せ
な
が
ら
推
敲
を
重
ね
、
完
成
に
近

づ
い
て
い
ま
す
。

➁

ガ
イ
ド
グ
ル
ー
プ
へ
の
変
更

こ
れ
ま
で
は
市
内
を
五
地
区
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
ツ
ア
ー
を
分
担
し

て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
新
体
制
で
は

参
加
希
望
す
る
ツ
ア
ー
に
応
募
す
る
方

式
に
な
り
、
今
年
度
下
半
期
の
す
べ
て

の
企
画
ツ
ア
ー
つ
い
て
必
要
な
人
数
の

ガ
イ
ド
の
登
録
申
込
が
あ
り
ま
し
た
。

各
ツ
ア
ー
実
施
日
ま
で
に
、
初
め
て
そ

の
コ
ー
ス
の
ガ
イ
ド
を
担
当
す
る
会
員

は
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
日
に
実
際

に
ガ
イ
ド
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
っ
て
当

日
の
ガ
イ
ド
に
臨
ん
で
頂
き
ま
す
。

③

ツ
ア
ー
実
施
責
任
者
の
選
定

新
体
制
の
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
会
員
に
準
備
、
実

施
、
報
告
を
含
む
全
体
の
運
営
を
行
う

経
験
を
積
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

今
年
度
前
半
は
混
乱
を
避
け
る
た
め
、

地
区
部
会
リ
ー
ダ
ー
経
験
者
を
選
び
ま

し
た
。
年
度
後
半
か
ら
は
登
録
し
た
メ

ン
バ
ー
の
中
か
ら
自
主
的
に
責
任
者
を

選
ぶ
こ
と
で
、
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
チ
ー
ム

と
し
て
の
相
互
協
力
の
雰
囲
気
が
出
来

上
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

④

地
域
グ
ル
ー
プ
の
設
立

同
じ
地
区
に
在
住
す
る
会
員
メ
ン
バ

ー
で
作
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。
地
域
グ
ル

ー
プ
は
、
会
員
の
仲
間
意
識
や
地
元
の

史
跡
・
寺
社
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で

す
。
来
年
度
に
は
新
会
員
も
地
域
グ
ル

ー
プ
に
入
る
の
で
、
そ
の
活
動
も
益
々

重
要
と
な
り
ま
す
。

新
体
制
の
大
き
な
利
点
は
、
こ
れ
ま

で
各
理
事
が
一
人
で
担
当
し
て
い
た
業

務
を
、
理
事
と
執
行
委
員
の
複
数
で
担

当
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
今
後
は
益
々

現
役
で
働
い
て
い
る
会
員
が
増
え
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
時
に
は
仕
事
の
都
合
上

ど
う
し
て
も
当
会
の
業
務
が
で
き
な
い

と
い
う
事
態
も
発
生
す
る
で
し
ょ
う
。

複
数
名
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
、
交

替
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

ま
た
業
務
も
遅
延
な
く
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
仕
事
を
持
っ
て
い
る
人

で
も
無
理
な
く
引
き
受
け
ら
れ
る
よ
う

理
事
お
よ
び
執
行
委
員
で
仕
事
を
分
担

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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【賛助会員募集】 

よこすかシティガイド協会の活動に理解をお持ちで、当協会を後援していただける個人及び団体の賛助会員を募集しています。 

年会費 個人 1口 3,000 円・団体 1口 5,000円 詳細は電話 090-2663-6003 （理事長 小舟 浩治）まで 

令和 6 年９月 30 日発行 

■横須賀の名所紹介（第４回）

浦賀の見どころ（その①）椿 孔平 

浦賀は、近世は干鰯問屋、廻船問屋、近代は造船

業で繁栄し、開国のまちと云われる文化と歴史溢れ

る地域です。 

□郷土資料館□（浦賀コミニュティセンター分館） 

・浦賀の歴史が分り易く展示

解説されている資料館です。 

・昭和 57 年（1982）4 月、旧

浦賀船渠（株）の迎賓館であった表倶楽部跡地に浦 

賀地域の歴史と文化に関する学習の場として建設さ 

れた。 ・2 階の常設展示室には浦賀地域の歴史の 

変遷、浦賀奉行所関係の模型、中島三郎助の資料、 

鳳凰丸(江戸幕府初の大型西洋式軍艦)、咸臨丸、黒

船（サスケハナ）の船舶模型等が展示されている。 

・浦賀の歴史や文化を紹介する情報紙「浦賀文化」

を年 4 回発行している。 

＊浦賀来訪時は是非お立ち寄りください＊ 

□レンガドック□

・世界に４か所５基しかない大型のレンガドックは

この浦賀に２基が存在する。 

・レンガの種類は撥水性の強い焼過ぎ煉瓦を使用。

・レンガの積方：浦賀フランス積、川間イギリス積。 

・実業家渋沢栄一も浦賀に関係しているんです。

＊浦賀ドック

・戊辰戦争（慶応 4 年(1868）

1月～明治 2年(1869)6月）

で同士でもある中島三郎

助の遺志を継いで榎本武

揚、荒井郁之助、浦賀の大

店たちなどの努力により明治 32 年（1899）11 月に

竣工した。 ・平成 15 年（2003）3 月に護衛艦「た

かなみ」の引渡し式を行い 3 月末に造船所を閉鎖し

た。（103 年間）  ・令和 3 年（2021）3 月末横須

賀市にドックを含む敷地面積の約 28％が住友重機

（株）より寄贈された。 

＊見学は当ガイド協会でも承っております＊ 

＊川間ドック  

(今は海水が入った状態だが見学は可能) 

・筆頭株主の渋沢栄一は周囲からの懇願で東京石川

島造船所の取締役会長に就任し、明治 26 年(1893) 

渋沢栄一の発議から一大船渠を浦賀の川間館浦海 

岸に造る事にした。  

・明治 28 年(1895)10 月浦賀分工場の建設を開始、

明治 31 年(1898)11 月に竣工した。 

・明治 35 年(1902)浦賀船渠との過当競争で浦賀船

渠に買収される。買収金額は 100 万円で 10 万円を 

現金で 90 万円は株券で貰いこの時点で渋沢栄一も 

浦賀船渠の大株主となった。 

・昭和 59 年(1984)に閉鎖した。（約 83 年間）

□叶神社□

縁起によれば、平家物語に登場する「文覚上人」 

が源氏の再興を願い、房総半島の鹿野山に修行した

折に、もし自分の大願が叶えられるなら、良い土地

を選んで神社を建てると誓った。 

・養和元年（1181）平清盛が死に、この願いが叶え

られそうになり、神社を建てる場所を探した結果、 

鹿野山の対岸である西浦賀の地が選ばれ、ここに庵 

を建て石清水八幡宮を勧請した。 

・文治２年（1186）壇の浦の戦いで平家が敗れ源氏

の世になると、大願が叶えられたとして「叶明神」 

の称号が与えられたとある。 

・縁結びの御守は西が勾玉、東が袋を各々を販売。

・東西叶神社には子連れの一対の狛犬が鎮座する。

＊西叶神社

現在の社殿は天保 9 年(1838)に火災に

会い天保 13 年(1842)に再建した。 

平成 30 年から 3 年かけて 180 年ぶりに

本殿改修が行われた。 

・彫刻 230 点余りは安房の彫刻師である

後籐利兵衛が彫ったものである。 

向拝は龍、本堂格天井は花鳥。大棟を

担ぐ力神の彫物が見ものである。 

・裏山に文覚上人の「庵」があった事から、叶神社

創建 800 年の行事として昭和 59 年(1984)９月、 

「文覚上人庵跡」の碑を建立した。 

＊東叶神社 

・山頂には浦賀城跡、本殿、勝海舟断

食の跡、造船所殉職者の慰霊塔等があ

り眺望も素晴らしい。 

・社務所横には安政 7 年（1860）咸臨丸出航に際し

勝海舟が断食の水垢離をした井戸がある。 

・石垣を開いた祠奥に石の弁天様が祀られている。
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番号 実施日 企画ガイド名 見どころ 受付締切

2024-13 10/5(土) 爽秋の鎌倉道  新善光寺から森戸神社へ 新善光寺､旧東伏見宮別邸､森戸神社 9/26(木)

2024-17 10/7(月) 坂本龍馬の妻お龍と横須賀 信楽寺､お龍居住地､龍本寺､終焉の地 9/30(月)

2024-14 10/13(日) 三崎から城ヶ島　文学と歴史の散歩道 見桃寺､海南神社､ウミウ展望台､城ヶ島灯台 10/4(金)

2024-15 10/19(土) 東海道脇往還浦賀道を歩く ＜大津～浦賀奉行
所跡＞

西叶神社､愛宕山､浦賀奉行所跡 10/9(水)

2024-16
10/27(日)

ワイ！フェスタおっぱまと夏島見学会 明治憲法記念碑､夏島､Yフェスタ会場 10/17(木）

2024-18 11/8(金) 東京湾要塞、観音崎砲台を巡る 砲台跡､海の見晴らし台､走水低砲台跡 10/31(木)

2024-19 11/15(金) 西海岸を歩く1     御用邸から佐島 ⾧者ヶ崎､立石公園､佐島天神島 11/ 8(金)

2024-20 11/21(木) 錦秋の鎌倉道    名越切通から元八幡宮へ 法性寺､曼荼羅堂､名越切通､元八幡 11/14(木)

2024-21 11/30(土) ちいさい秋＃９ 若山牧水歌碑､白髭神社､⾧沢の里山 11/22(金)

2024-22 12/5(木) 西海岸を歩く2  三崎口から荒崎へ 和田長浜海岸､ソレイユの丘､荒崎公園 11/27(水）

2024-23 12/13(金) 神武寺の秘仏拝観と晩秋の鷹取山 海宝院､神武寺､鷹取山 12/6(金）

2024-24 12/19(木) 市民文化資産を巡る街なか散歩 妙真寺､曹源寺､子之神社､ヴェルニー公園 12/12(木）

2024-25 1/11(土) 追浜七福神めぐり 良心寺､観音寺､能永寺､独園寺､雷神社 12/26(火）

2024-26 1/16(木) 浦賀のポンポン船と 常福寺の地獄極楽図拝観 東耀稲荷､東・西叶神社､常福寺､東福寺 1/ 9(木)

2024-27 1/28(火) 武山初不動！ 三浦三山を越え一騎塚へ 三浦富士､砲台山､武山､武山不動院 1/21(火)

2024-28 2/2(日) 海軍航空発祥の地・追浜をゆく 海軍航空技術廠跡､海軍航空発祥之地碑 1/23(木)

2024-29 2/15(土) 浦賀みちを歩く ＜久里浜～浦賀＞ 怒田城跡､真福寺､東福寺､西叶神社 2/ 6(木）

2024-30 2/20(木) 河津桜と和田義盛の足跡を辿る 河津桜､小松ケ池､来福寺､和田義盛旧里の碑 2/13(木）

2024-31 2/26(水) 北斎ゆかりの古道を歩く 真福寺､御林､東福寺､西叶神社 2/19(水）

2024-32 3/3(月) 子安の里の謎の砲台跡と流し雛の神事 子安の里､西浦砲台跡､浄楽寺､芦名城址 2/21(金）

2024-33 3/8(土) 早春の海 浦賀から走水へ たたら浜､観音埼灯台､走水神社､走水低砲台 2/27(木)

2024-34 3/14(金) 春めく時節に三浦一族の史跡と仏像を巡る 衣笠城址､満昌寺､清雲寺､満願寺 3/ 6(木)

2024-35 3/19(水) 桜の走水水源地公園と走水神社を参拝する 走水水源地公園､御所ケ崎､走水神社 3/12(水)

2024-36 3/24(月) 浦賀みちから塚山公園の桜眺望 塚山公園(桜)､十三峠､三浦按針夫婦供養塔 3/13(木)

２０２４年度１０月から３月までのガイドツアー予定

申込み方法については下記協会ホームページをご覧ください。 

「よこすかシティガイド協会」ホームページ  
https://yokosuka.kankoh-guide.com/、 または右の QR コードから。 

https://yokosuka.kankoh-guide.com/
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【賛助会員募集】 

よこすかシティガイド協会の活動に理解をお持ちで、当協会を後援していただける個人及び団体の賛助会員を募集しています。 

年会費 個人 1口 3,000 円・団体 1口 5,000円 詳細は電話 090-2663-6003 （理事長 小舟 浩治）まで 

令和 6 年９月 30 日発行 
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介
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小
栗
上
野
介
は
、
横
須
賀
製
鉄
所
を
建
設
、

日
本
の
近
代
化
の
礎
を
築
い
た
人
で
、
横
須

賀
に
と
っ
て
も
大
恩
人
で
あ
り
、
直
ち
に
３

件
応
募
し
た
。
１
件
目
は
「
不
定
時
を
時
計

が
変
え
た
勤
務
か
な
」
で
江
戸
時
代
の
不
定

時(

明
け
六
か
ら
暮
六
つ
ま
で)

を
時
計
に

よ
り
、
実
働
10
時
間
に
規
定
。
２
件
目
は

「
侍
の
切
れ
味
凄
し
剣
と
知
と
」
で
通
貨
交

換
比
率
交
渉
時
の
侍
姿
と
頭
の
冴
え
。
３
件

目
は
「
上
野
介
が
残
し
た
土
蔵
でV

I
C
T
OR
Y

」

で
上
野
介
が
残
し
た
土
蔵
（
造
船
所
）
で
日

露
戦
争
に
勝
利
で
き
た
と
明
治
45
年
東
郷

平
八
郎
が
謝
辞
。 

結
果
的
に
は
、
１
件
目
を
編
集
者
側
の
都

合
で
「
労
働
の
慣
わ
し
変
え
た 

横
須
賀
製

鉄
所
」
に
改
修
さ
れ
た
。
今
回
の
応
募
者
は

全
国
か
ら1

,
0
0
0

件
あ
り
、
当
選
は
、
そ
の

中
か
ら
「
い
ろ
は
か
る
た
」
の
44
件
で
あ
っ

た
。 

 

11
期
生
続
々
デ
ビ
ュ
ー 

冨
澤
武
夫 

5
月
・
6
月
の
ベ
ー
ス
ツ
ア
ー
で
新
人

9
人
が
ガ
イ
ド
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。 

当
会
が
日
米
親
善
ベ
ー
ス
歴
史
ツ
ア
ー

を
観
光
協
会
か
ら
委
託
さ
れ
た
の
が
平
成

19
年
度
。
以
来
、
新
人
の
デ
ビ
ュ
ー
戦
は
こ

の
ベ
ー
ス
ツ
ア
ー
で
し
た
。 

35
分
と
い
う
短
時
間
の
中
で
、
ヴ
ェ
ル

ニ
ー
公
園
を
歩
き
な
が
ら
、
横
須
賀
の
歴
史

の
核
心
部
分
を
要
領
よ
く
話
す
の
は
ベ
テ

ラ
ン
で
も
大
変
。
お
客
さ
ん
の
顔
を
ま
と
も

に
見
れ
な
い
。
話
し
が
飛
ん
で
頭
が
真
っ
白

な
ん
て
こ
と
は
先
輩
の
誰
も
が
経
験
し
た

こ
と
で
、
そ
ん
な
中
、
今
年
の
新
人
は
レ
ベ

ル
が
高
い
と
評
判
。
入
会
後
の
よ
こ
す
か
散

歩
検
定
で
も
の
び
の
び
と
話
し
て
い
る
印

象
が
あ
り
ま
し
た
。
ベ
ー
ス
ツ
ア
ー
も
楽

勝
！
と
思
い
き
や
、
直
前
の
特
訓
で
は
、
指

導
の
研
修
委
員
か
ら
容
赦
な
い
ダ
メ
出
し

が
。
で
も
、
各
自
が
工
夫
を
こ
ら
し
て
本
番

を
や
り
切
っ
た
の
で
す
。 

秋
の
ツ
ア
ー
前
に
は
、
ま
た
楽
し
い
特
訓

が
あ
り
、
残
り
の
メ
ン
バ
ー
が
デ
ビ
ュ
ー
し

ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
！ 

 

          

よ
こ
す
か
散
歩
ガ
イ
ド
デ
ビ
ュ
ー 

大
澤
美
恵
子 

 

７
月
26
日
、「
よ
こ
す
か
散
歩
・
中
央
地

区
コ
ー
ス
」
に
８
歳
か
ら
78
歳
の
総
勢
21

名
の
「
沖
縄
山
愛
会
・
富
士
山
登
山
4
日
間
」

の
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。 

ガ
イ
ド
を
務
め
た
の
は
11
期
生
の
新
人

４
名
。
全
員
そ
れ
ぞ
れ
に
下
見
を
重
ね
な
が

ら
猛
暑
対
策
を
考
え
、
日
陰
や
室
内
を
う
ま

く
利
用
し
て
安
全
な
ご
案
内
を
果
た
し
ま

し
た
。
三
笠
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
テ
ィ
ボ
デ
ィ
エ

邸
、
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
記
念
館
な
ど
の
施
設
の
皆

様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
日
は
潜
水
艦
の
入
港
に
出
会
え
、
艦

船
を
見
慣
れ
て
い
る
皆
さ
ん
も
大
変
喜
ん

で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
相
互
に
基
地
の
街
な

ら
で
は
の
情
報
交
換
を
行
な
い
、
良
い
交
流

の
時
間
を
過
ご
し
、
終
了
時
に
参
加
者
か
ら

「
丁
寧
で
わ
か
り
や
す
い
説
明
」
で
「
興
味

深
い
お
話
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
」
と
の

感
想
を
い
た
だ
い
て
、
ガ
イ
ド
全
員
笑
顔
で

デ
ビ
ュ
ー
を
飾
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 
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